
1000年にわたり稲作文化を今に伝える御田祭協賛行事

【第３２回 日向田植唄全国大会募集要項】

第３２回 日向田植唄全国大会

御田祭協賛行事

古来から当時の田植作業のときや、一千年の稲作文化を今に伝える御田祭で歌い伝

えられた唄が『日向田植唄』の元唄です。この素朴でのどかな山里の田植風情が偲ばれ

る元唄を、県内外の民謡愛好家並びに一般の方々をはじめ全国に普及し、宮崎県無形

民俗文化財としての御田祭の発展に寄与する事を目的として、『第３２回田植唄全国大

会』を開催します。

目的

●1名 2,500円（プログラム、昼食代含む）

※少年少女の部の申込料は、1,000円です。

※町内の義務教育学校生については参加料は無料です。

※出場者は、申込書と同時に申込料を下記口座に振り込み願います。

※出場に要する交通費、その他一切は、出場者でご負担下さい。

申込料
①県内、県外の少年少女

②県内外の一般男女（寿年の部・実年の部・青壮年の部）

日 時：令和７年７月５日 （土曜日）※御田祭の前日(協賛行事)

場 所：美郷町西郷農村環境改善センター
（〒883-1101 宮崎県東臼杵郡美郷町西郷田代１８７０番地）

受付時間：午前８時から

開演時間：午前９時

※出場順はあらかじめ通知しますが、受付時間は厳守して下さい。

開催日時・場所

口 座 番 号 ０１９８０－２－１６８１２

口 座 名 称 日向田植唄保存会

加入者払出局 西 郷 郵 便 局

振替口座
年齢、性別、会派は問いませんが、レコード会社と契約していない方（プロではない方）

・少年少女の部 （小・中学生）

・青 壮 年 の部 63歳までの男女（高校生を含みます）

・実 年 の 部 64歳から 75歳までの男女

・寿 年 の 部 76歳以上の男女（年齢は、令和７年７月５日現在とします。）

※総合優勝するまで出場可能（ただし、部門優勝後2年経過後）

参加資格

できるならば、民謡の雰囲気にあった服装。

（この大会のための新調は望みません。）

服 装
●受付開始 令和７年５月 １日 （木曜日 ）

●受付締切 令和７年６月１３日（金曜日）必着

※締切日を厳守して下さい。

※生年月日は、必ず明記して下さい。

※申込者が３００名に達した場合は、その時点で締め切ります。

※遅れたもの及び当日の受付（キャンセル待ち）はできませんのでご了承下さい。

申込締切日

※はやしについては、出場者の方（教室等）で御手配願います。

※伴奏のない方は、主催者側で準備いたします。

伴 奏

〒８８３－１１０１ 宮崎県東臼杵郡美郷町西郷田代１８７０番地

日向田植唄全国大会実行委員会

【事務局 美郷町教育委員会内】

ＴＥＬ：（０９８２）６６－３６０８ ＦＡＸ：（０９８２）６６－２１３１

申込先（お問い合わせ）

（公財）日本民謡協会宮崎県連合委員長 他4名（予定）

審査員

主催：日向田植唄全国大会実行委員会

共催：美郷町・御田祭実行委員会・宮崎県民謡協会西郷支部

後援：日本民謡協会・日本郷土民謡協会・宮崎県・宮崎県民謡会・美郷町教育委員会

美郷町内各観光協会・美郷町商工会・美郷町内各文化協会・各新聞社

放送局等（予定）

主催・後援
審査は、少年少女の部、青壮年の部、実年の部、寿年の部の４部門で行います。

①審査は少年少女の部、寿年の部、実年の部、青壮年の部の順で行います。

②本大会では、次の表彰者を決定します。

※総合優勝者の決定を行います。

※少年少女の部は、申し込み状況によって、低学年の部・高学年の部に分けて審査を

行います。

審査要領

●少年少女の部 ●寿年、実年、青壮年の部

優 勝：１名（賞状・メダル・副賞） 優 勝：１名（賞状・トロフィー・賞金２万円）

準優勝：１名（賞状・メダル・副賞） 準優勝：１名（賞状・トロフィー・賞金１万円）

第３位：１名（賞状・メダル・副賞） 第３位：１名（賞状・トロフィー・賞金５千円）

入 賞：２名（賞状） 第４位・第５位：各１名（賞状）

※少年少女の部は、申し込み状況によって、低学年の部・高学年の部に分けて表彰します。

※総合優勝者の決定を行います。

優勝者には、翌日の御田祭舞台にて田植唄の披露を依頼します。その際は謝礼を準

備いたします。

表彰


